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コミュニティサイクルの取組動向

現在、コミュニティサイクルは87都市で本格導入されている。
（平成2８年10月１日時点集計結果）

【コミュニティサイクル実施状況】

※H28年10月１日時点
※アンケート回答自治体のうち、本格導入を図示
※民設民営の取組については、回答があった自治体名称を記載

①全国の実施状況について
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公共交通の機能補完のため

観光戦略の推進のため

地域の活性化のため

環境負荷の軽減のため

自動車利用の抑制のため

放置自転車の削減のため

健康増進のため

自転車のシェアリングによる自

転車総量の抑制

その他

【コミュニティサイクルの導入目的】

N=87
※複数回答あり

87都市
62%13都市

9%

41都市
29%

平成28年度にコミュニティサイクルを本格導入し
ている（H28.10.1時点で実施）
平成28年度にコミュニティサイクルの社会実験を
実施した（または実施中）

平成29年度にコミュニティサイクルの本格導入や
社会実験を検討

（都市数）
N=141都市

※平成28年10月1日時点
※アンケート回答自治体のうち、本格導入を
図示
※民設民営の取組については、回答があった
自治体名称を記載

自転車のシェアリングによる
自転車総量の抑制
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コミュニティサイクルの取組動向
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②コミュニティサイクルの実施規模の比較

東京広域（社会実験）

台数 ポート数 回転率

台北 7,363台 225箇所 7.1回/台・日

ロンドン 11,000台 744箇所 2.5回/台・日

バルセロナ 6,000台 420箇所 7.8回/台・日

パリ 23,900台 1,800箇所 10.0回/台・日

ニューヨーク 6,142台 469箇所 4.9回/台・日

モントリオール 5,200台 460箇所 6.8回/台・日

国内平均 171台 10箇所 0.7回/台・日

【ポート密度と回転率】 【国外におけるポート数と回転率】

出典：The Bike Share Planning Guide（ITDP）
次世代交通研究（日本交通計画協会）

国外事例：平成27年平均値（＊台北・NYのみ平成27年4月～28年3月）

ポート密度が高いほど1日1台あたりの利用回数（回転率）も高い傾向がみられる。



コミュニティサイクルの取組動向
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③利用率の向上に向けた取組（ポートの拡大）

ポート配置の工夫によるポートの確保や視認性を高める取組が必要。

歩道上にデッドスペースに設置
（港区）

公開空地に設置
（横浜市）

コンビニエンスストアに設置
（中央区）

路外駐車場に設置
（港区）

コミュニティサイクルのポートへの
案内板（高松市栗林公園駅前）

コミュニティサイクルのポートへの案内板
（金沢市金沢駅前）

【ポート確保の工夫】

【案内板の整備】

各年次の数値は各年度末（3/31）時点

【10箇所以上ポートを設置している都市数】
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公共施設（図書館）に設置
（金沢市）

大型ショッピングセンターに設置
（岡山市）



（参考）都市再生特別措置法の改正（H28.9）

都市再生特別措置法の改正によるコミュニティサイクルポート設置の促進概要（抜粋）

コンパクトで賑わいのあるまちづくりコンパクトで賑わいのあるまちづくり

空き地を活用したまちなかの
賑わいの創出（イメージ）

○地域内に使える既存ストックがある場合にはそれを残しつつ、地域の身の丈にあった規模の
市街地整備を可能とする手法の創設

○まちなか誘導施設の整備促進を図る地区の追加など市街地再開発事業の施行要件を見直し

○空き地・空き店舗を有効に活用するための市町村・まちづくり団体と土地所有者による協定制度の創設

○賑わいの創出に寄与する施設（観光案内所、サイクルポート等）を都市公園の占用許可対象に追加

【まちなかへの都市機能の効率的な誘導】

【官民連携によるまちの賑わい創出】

身の丈にあった規模の市街地整備（イメージ）

従 前 従 後

都市公園への
サイクルポート設置（イメージ）
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公共交通組合せた交通計画の策定

運営に関する公共交通事業者との協…

公共交通事業者が運営者として参画

公共交通系ICカードを利用できるシス…

公共交通の料金（初乗り運賃等）を考…

公共交通機関の案内所・窓口で会員登…

乗車券とコミュニティサイクル利用券を…

交通系ICカード所有者に対する利用料…

交通系ICカードのポイントサービスとの…

駅やバス停、車内等にポスター掲示や…

駅等の交通施設内にポート位置等の…

公共交通情報（時刻表等）と合わせた…

駅構内に利用状況が判る情報端末等…

乗り継ぎを促進するために駅の近くに…

公共交通利用が不便な施設・エリアに…

公共交通事業者によるポート用地の提供

乗り継ぎを促進するためにバス停留所…

公共交通と連携した（組合わせた）イベ…

公共交通車内の液晶モニター・広告な…

その他

コミュニティサイクルの取組動向
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④利用率の向上に向けた取組（公共交通との連携）

公共交通との連携ではポートの設置に関するものが最も多い。
交通系ICカード利用や公共交通との一元的な情報提供等、公共交通事業者との連携・協力が必要。

N=59
＊複数回答あり

Youbikeポート
の案内

地下鉄出口案内に
アイコンを設置（台北）

駅に設置された
情報端末機（堺市）

利用キーの認証
(Felicaであれば登録可能)

料金決済
交通系ICカード全国
相互利用サービス対
応カードによる電子マ
ネーで支払い可能

交通系ＩＣカードの利用（岡山市）

電停に近接したポートの設置（富山市）

【公共交通との連携施策】 ○交通系ICカードの利用

○電停に近接したポートの設置

○情報提供

公共交通とｺﾐｭﾆﾃｨｻｲｸﾙを組合せた交通計画の策定

運営に関する公共交通事業者との協議の場や協議会を設置

公共交通事業者が運営者として参画

公共交通系ICカードを利用できるシステムを採用

公共交通の料金（初乗り運賃等）を考慮して料金体系を設定

公共交通機関の案内所・窓口で会員登録が可能

乗車券とコミュニティサイクル利用券をセット販売

交通系ICカード所有者に対する利用料の割引を実施

交通系ICカードのポイントサービスとの連携

駅やバス停、車内等にポスター掲示やチラシを設置

駅等の交通施設内にポート位置等の案内サインを設置

公共交通情報（時刻表等）と合わせた情報提供を実施

駅構内に利用状況がわかる情報端末等を設置

乗り継ぎを促進するために駅の近くにポートを設置

公共交通利用が不便な施設・エリアにポートを設置

公共交通事業者によるポート用地の提供

乗り継ぎを促進するためにバス停留所の近くにポートを設置

公共交通と連携した（組合わせた）イベント・ツアーを開催

公共交通車内の液晶モニター・広告などでの掲載

その他



コミュニティサイクルの取組動向
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⑤利用率の向上に向けた取組（商店街等との連携）

利用者に対するクーポン割引やポイント還元など商店街との連携や、法人会員制度の導入など企業
との連携により、利用の促進を図ることも考えられる。

コミュニティサイクルと地域店舗の連携（金沢市）

地域交通系ＩＣカードの利用によるコミュニティサイクルと商店街の連携（高松市）
法人会員制度の導入による企業との連携（札幌市）

【商店街等との連携】 【企業との連携】



コミュニティサイクルの取組動向

⑥持続可能な運営に向けた取組

持続可能な運営のため、情報提供による利用促進の取組や、車体広告の導入などの事業外収入の確
保を進めることも必要。
運営コストの低減を図るため、再配置頻度の抑制やメンテナンスコストを低減するなどの取組が考
えられる。

【再配置頻度の抑制】
・利用が集中するポートでは自転車
を効率的に収納できるゲート式
ポートの導入等により、再配置頻
度を抑制。

ゲート式ポートの導入（左：さいたま市 右：堺市）

【車体広告の導入】

鹿児島市「かごりん」の事例 東京（実証実験）の事例

・ドレスガード（後輪カバー）等に広告を掲載。

【アプリの開発】

・ポートの場所や

貸出可能台数が

把握できるアプリ

の開発・導入。

東京の事例（ドコモ・バイクシェア）



ポートは道路や公開空地、商業施設等様々な場所に設置されている。

参考：コミュニティサイクルに関するアンケート調査結果
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１）コミュニティサイクルの運営方法

【料金】 【ポート設置場所】

N=87
＊複数回答あり
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49

22
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3

187

150

0 50 100 150 200

道路（路上）

駐輪場内

観光レジャー施設

公園区域

鉄道用地

公開空地

ショッピングセンター

コンビニ敷地内

上記以外の公有地

上記以外の私有地

無料（デポジットあり）無料有料

N=87



約６割の事業において、行政による財政措置が行われている。

財政措置の内容としては、施設整備やサイクルポートの設置、運営費用等となっている。

参考：コミュニティサイクルに関するアンケート調査結果
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２）コミュニティサイクルへの行政による取組状況

【行政の関わりの有無と内容】 【行政による財政措置の内容】

53

46

17

6

0 10 20 30 40 50 60

行政による財政措置“あり”

財政措置以外の行政関与“あり”

行政関与“なし”

その他
N=87
＊複数回答あり

46

40

33

20

6

0 10 20 30 40 50

自転車の確保・購入に対する財政措置

サイクルポート（本体部分、機器等）の設

置に対する財政措置

運営費用に対する財政支援

システム部分に対する財政措置

その他 N=53
＊複数回答あり

財政措置以外の行政支援“あり”

行政支援“なし”



附帯事業は約半数の都市で実施している。

利用促進のPRや広報ではホテルや観光案内所、タウン誌等での掲載などが多くなっている。

参考：コミュニティサイクルに関するアンケート調査結果
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３）附帯事業及びPR等の実施状況

【附帯事業の実施】 【利用促進PR・広報の実施状況】

【附帯事業の実施状況】

40
50%

40
50%

附帯事業を

行っている

附帯事業は

行っていない

N=80

23

17

7

5

5

12

0 10 20 30

広告

イベント

物販

荷物預かり

協賛

その他 N=40
＊複数回答あり

16

34

33

13

20

7

13

9

1

42

4

10

0 10 20 30 40 50

テレビやラジオなどとのタイアップによるPR

マスコミへプレスリリースの実施（新制度・営業開始等）

タウン誌や情報誌などへの取材協力・PR（タイアップで
はないもの）

タウン誌や情報誌などへの広告掲載（タイアップ記事を

含む）

旅行雑誌（機内誌・列車車内誌を含む）への取材協力

（タイアップではないもの）

旅行雑誌（機内誌・列車車内誌を含む）への広告掲載

（タイアップ記事を含む）

インフォメーション・オフィシャルショップ等の常設PRス
ペースの設置

公共交通機関などとコラボレートしたPR

ショッピングセンター・百貨店などとコラボレートしたPR

ホテルや観光案内所でのPR・広報

クレジットカードや観光PR等のCMや冊子への取り上
げ

その他
N=87
＊複数回答あり



自転車の平均台数は約171台、最大は1,250台である。

ポート数の平均は約10箇所、最大は44箇所である。

ポート1箇所あたりの自転車台数の平均は約23台/箇所、最大約278台/箇所である。

参考：コミュニティサイクルに関するアンケート調査結果
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４）コミュニティサイクルの実施規模

【自転車台数】 【ポート数】

グラフは平成27年度末時点

【ポートあたり自転車台数】
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1日あたりの利用回数の平均は約125回/日、最大は1,047回/日となっている。

回転率の平均は約0.7回/台・日、最大は約3.8回/台・日となっている。

参考：コミュニティサイクルに関するアンケート調査結果
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５）コミュニティサイクルの利用状況

【回転率】

グラフは平成27年度末時点

【日平均利用回数】
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